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海
外
留
学
を
す
る
大
学
生
な
ど
へ
の
奨
学
金
制
度

●
募
集
人
数

６
人

●
対
象
者

来
年
４
月
１
日
昌
現

在

歳
以
下
で
、
次
の
全
て
に
該

２５
当
す
る
人

暫
本
人
お
よ
び
保
護
者
が
市
内
に

1
年
以
上
住
所
が
あ
る（
本
人

が
修
学
の
た
め
に
転
出
し
て
い

る
場
合
の
み
、
転
出
時
の
状
況

で
判
断
し
ま
す
）

暫
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
日
本
学

生
支
援
機
構
が
定
め
る
大
学
等

奨
学
生
第
一
種
奨
学
金
受
給
資

格
を
満
た
し
て
い
る

暫
国
内
の
大
学
な
ど
に
在
籍
し
、

■問
▼
教
育
委
員
会
総
務
課

（
緯〈

〉２
２
５
３
）

７１

学
業
成
績
が
優
秀

暫
留
学
先
で
意
思
伝
達
が
で
き
る

●
対
象
と
な
る
留
学

来
年
４
月

１
日
昌
～
平
成

年
３
月

日
昭

２８

３１

に
留
学
を
開
始
し
、
期
間
が
３
カ

月
以
上
で
、
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
留
学

①
在
籍
す
る
大
学
な
ど
の
学
生
交

流
協
定
な
ど
に
よ
る

②
留
学
先
で
取
得
し
た
単
位
が
、

在
籍
す
る
大
学
な
ど
の
単
位
と

し
て
認
め
ら
れ
る

③
在
籍
す
る
大
学
な
ど
で
専
攻
し

て
い
る
学
問
の
見
識
を
深
め
る

●
選
考

書
類
審
査
、
面
接

●
奨
学
金

留
学
先
の
国
・
地
域

に
応
じ
月
額
３
万
円
～
５
万
円

支
給
期
間
糸
１
年
以
内

●
申
し
込
み

来
年
１
月
５
日
捷

～

日
晶（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

３０
申
請
書
を
持
参
か
郵
送（
必
着
）で

教
育
委
員
会
総
務
課（
〒

－

８

４４６

５
０
１
住
所
記
載
不
要
）へ

※
申
請
書
は
同
課
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
、
電
気
自
動
車
に
加
え
、
燃

料
電
池
自
動
車
の
購
入
に
対
し
て

も
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

万
円

５０

●
対
象

市
内
在
住
の
人
ま
た
は

市
内
に
事
務
所
な
ど
を
有
す
る
事

業
者
な
ど

※
こ
の
ほ
か
に
も
要
件
あ
り
。
補

助
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

月

日
捷
～
来

１２

１５

年
３
月

日
昇
午
前
９
時
～
午
後

３１

５
時（
松
掌
抄
、

月

日
捷
～

１２

２９

１
月
２
日
晶
を
除
く
）に
、
申
込

用
紙
を
持
っ
て
環
境
首
都
推
進
課

へ※
申
込
書
は
同
課
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

燃
料
電
池
自
動
車
の
購
入
補
助
を
開
始

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

●
と
き

来
年
２
月
７
日
松（
特

に
記
載
の
な
い
も
の
は
午
前
９
時

分
～
正
午
、
受
け
付
け
は

時

２０

１１

ま
で
）

●
と
こ
ろ

市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象

妊
婦
と
そ
の
夫

●
申
し
込
み

要
予
約
の
も
の
は

来
年
１
月
５
日
捷
～

日
晶
午
前

３０

８
時

分
～
午
後
５
時

分（
松

３０

１５

掌
抄
を
除
く
）に
、
直
接
か
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
胃〈

〉１
１
０
３
）へ

７７

■
抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き

午
前
９
時

分
・

時・

２０

１０

時

分
・

時

分

１０

４５

１１

２５

●
内
容

赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
い
、

抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
を
体
験

（
約

分
）

１５
●
定
員

各

組
１３

■
赤
ち
ゃ
ん
体
操
と
交
流
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き

午
前
９
時

分
～

時

２０

１０

分
・

時

分
～

時

分

２０

１０

４０

１１

４０

●
内
容

赤
ち
ゃ
ん
と
の
接
し
方

な
ど
を
学
習
。
赤
ち
ゃ
ん
の
父
母

か
ら
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
体

験
談
を
聞
き
、
交
流
し
ま
す

●
定
員

各

組
１３

●
そ
の
他

高
校
生
が
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
参
加
し
ま

す■
絵
本
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

●
と
き

午
前
９
時

分
・

時

４０

１０

分
・

時
５
分
・

時

分

２５

１１

１１

４５

●
内
容

読
み
聞
か
せ
の
実
演
、

赤
ち
ゃ
ん
向
け
絵
本
の
紹
介（
約

分
）

１５■
妊
婦
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
内
容

夫
が
妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
着
用
し
、
日
常
生
活
の
動

作
を
体
験（
約

分
）

１０

■
赤
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー

●
内
容

身
近
な
材
料
で
お
も
ち

ゃ
作
り（
約

分
）

１５

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
内
容

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
や
家
族
風
呂
デ
ビ
ュ
ー
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介

体
験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

燃燃料電池自動燃料電池自動車車

■
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
部
門

●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞

磯
村
光
子

み
つ
こ

●
美
化
部
会
長
賞

増
田
美
年
子

み

ね

こ

●
入
賞

鈴
木
美
佐
子

み

さ

こ
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ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
門
に

人
、

１８

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
部
門
に

人
、

１５

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
部
門
に
９
人

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
各
部
門

の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

※
応
募
作
品
の
写
真
は

月

日

１２

２５

昭
ま
で
堀
内
公
園
に
展
示
。

〈
敬
称
略
〉

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
門

●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞

藤
田
綾
子

あ
や
こ

●
美
化
部
会
長
賞

前
田
艶
子

つ
や
こ

●
入
賞

井
上
敏
子
、
川
治
静
子
、

と
し
こ

か
わ
じ
し
ず
こ

野
口
寛
子

ひ
ろ
こ

■
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
部
門

●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞

福
永
勝ま

さ
る

●
美
化
部
会
長
賞

今
井
金
子

か
ね
こ

●
入
賞

安
藤
松し

ょ
う

兵
、
菊
池

へ
い

盛
冶

せ
い
じ

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
の
コ
ン
テ
ス

ト
結
果

■問
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈

〉２
２
４
４
）

７１

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う

（
緯〈

〉１
３
１
５
）

５５

藤藤田さんの作藤田さんの作品品

磯村さんの作磯村さんの作品品 福永さんの作福永さんの作品品

高
野
鎭
雄
は
大
正
（
１
９

１２

２
３
）年
８
月
、
碧
海
郡
依
佐

美
村（
現
安
城
市
二
本
木
町
）に

生
ま
れ
ま
し
た
。

旧
制
刈
谷
中
学
校（
現
刈
谷

高
校
）、浜
松
高
等
工
業
学
校

（
現
静
岡
大
学
工
学
部
）を
経
て
、

昭
和
（
１
９
４
６
）年
に
日
本

２１

ビ
ク
タ
ー（
現
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ

ッ
ド
）に
入
社
し
ま
す
。
昭
和

年
代
後
半
か
ら
業
務
用
Ｖ
Ｔ

３０Ｒ
の
製
造
に
携
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

昭
和

年
か
ら

年
に
か
け

４９

５０

て
、
家
電
各
社
で
は
、
家
庭
用

Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
規
格
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
高
野
を
中
心
に
日
本

ビ
ク
タ
ー
は
新
た
な
規
格
、
Ｖ

Ｈ
Ｓ
の
開
発
を
始
め
ま
す
。
実

用
性
・
量
産
性
を
重
視
し
、
最

長
２
時
間
の
録
画
時
間
を
基
本

と
し
て
い
ま
し
た
。

高
野
は
試
作
機
の
技
術
を
他

社
へ
開
示
し
、
開
発
の
協
力
を

求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日

立
や
三
菱
電
機
、
シ
ャ
ー
プ
な

ど
が
技
術
協
力
に
応
じ
、
Ｖ
Ｈ

Ｓ
の
第
四
次
試
作
機
が
完
成
し

ま
し
た
。
松
下
電
器
相
談
役
の

松
下
幸
之
助
か
ら
は「
ベ
ー
タ

マ
ッ
ク
ス
は

点
満

１００

点
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
は

点
」

１５０

と
評
価
さ
れ
、
昭
和

年
９
月
に
発
売
さ

５１れ
ま
し
た
。

一
方
、
ソ
ニ
ー
か

ら
は
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク

ス
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
ち
ら
は
東

芝
や
三
洋
電
機
な
ど

が
支
持
し
、
ビ
デ
オ

の
規
格
を
め
ぐ
り
日

本
の
メ
ー
カ
ー
は
Ｖ

Ｈ
Ｓ
と
ベ
ー
タ
マ
ッ

ク
ス
に
二
分
さ
れ
、

規
格
統
一
を
め
ぐ
り

激
し
く
競
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
高
野
は

国
内
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
各
国

の
主
要
メ
ー
カ
ー
と
も
提
携
し
、

販
路
を
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
功
を
奏
し
、
次
第
に

Ｖ
Ｈ
Ｓ
が
優
勢
と
な
り
、
Ｖ
Ｈ

Ｓ
は
日
本
初
の
世
界
標
準
規
格

と
な
り
ま
し
た
。

高
野
は
平
成
４
年
、

歳
で

７２

こ
の
世
を
去
り
ま
す
が
、
後
に

テ
レ
ビ
番
組
で「
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
世

界
標
準
規
格
化
」が
取
り
上
げ

ら
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま

す
。
さ
ら
に
映
画
化
も
さ
れ
、

高
野
の
業
績
は
全
国
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高高野が手がけた世界初高野が手がけた世界初ののＶＨＳＶＨＳビデオデッキビデオデッキ



市
民
公
募
文
化
事
業
と
し
て
、

安
城
音
楽
協
会
会
員
が
演
奏
を
披

露
し
ま
す
。
マ
リ
ン
バ
や
ピ
ア
ノ・

オ
ル
ガ
ン
、
声
楽
な
ど
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
田
村
響
氏
の
ゲ
ス

ひ
び
き

ト
出
演
も
あ
り
ま
す
。

●
と
き

来
年
２
月

日
掌

開

１５

場
糸
午
後
１
時

開
演
糸
午
後
１

時

分
３０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
料
金

１
５
０
０
円（
全
席
自

由
）

●
そ
の
他

車
い
す
で
の
鑑
賞
を

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
安
城
音

楽
協
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

氏
名
・
電
話
番
号・

希
望
枚
数
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

安
城
音
楽
協
会
事
務
局
花
井
さ
ん

（
緯
・
胃〈

〉８
０
１
４
）へ

９７
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堀
内
公
園
の
催
し

■
牛
乳
パ
ッ
ク
で
手
作
り
は
が
き

を
つ
く
ろ
う

●
と
き

月

日
松
・

日
掌

１２

２７

２８

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

３０

■
新
年
イ
ベ
ン
ト「
こ
ど
も
無
料

開
放
」

●
と
き

来
年
１
月
４
日
掌

●
内
容

サ
イ
ク
ル
モ
ノ
レ
ー
ル・

メ
ル
ヘ
ン
号（
汽
車
）・メ
リ
ー
ゴ

ー
ラ
ン
ド
・
観
覧
車
を
無
料
開
放

●
対
象

４
歳
～
小
学
生（
未
就

学
児
は
保
護
者
同
伴
）

■
期
間
限
定「
回
数
券
限
定
販
売
」

●
と
き

来
年
１
月
４
日
掌
～
３１

日
松（
休
園
日
を
除
く
）

●
内
容

１
０
０
０
円
分
の
回
数

券
を
購
入
し
た
人
に
、
有
料
遊
具

利
用
券
を
２
枚
進
呈

■
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

＆
棒
ビ
ク
ス
体
験
会

●
と
き

来
年
１
月

日
松諮

１０

①
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

糸
午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１０

３０

②
棒
ビ
ク
ス
糸
午
前

時
～
正
午

１１

●
内
容

①
糸
ポ
ー
ル
の
使
い
方・

歩
き
方

②
糸
肩
こ
り
・
腰
痛
予

防
体
操

●
定
員

①
糸

人

②
糸

人

４０

２０

い
ず
れ
も
先
着
順

●
費
用

器
具
レ
ン
タ
ル
代
各
５００

円
。
両
方
レ
ン
タ
ル
す
る
人
は
８００

円
、
持
参
す
る
人
は
無
料

●
持
ち
物

運
動
が
で
き
る
服
装・

靴
、
飲
み
物

●
申
し
込
み

月

日
松
～
来

１２

２０

年
１
月
９
日
晶
午
前
９
時
～
午
後

４
時

分（
休
園
日
を
除
く
）に
、

３０

直
接
か
電
話
で
堀
内
公
園
へ

■問
▼
堀
内
公
園

（
緯〈

〉５
９
４
７
）

９９

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

安
城
音
楽
協
会
定
期
演
奏
会「
音
楽
時
間
旅
行
」

■
安
城
の
三
河
万
歳
保
存
会
の
舞

●
と
き
／
と
こ
ろ

来
年
１
月
１

日
抄
午
前
０
時
糸
不
乗
森
神
社

の
ら
ず
の
も
り

（
里
町
）・南
明
治
八
幡
社（
花
ノ
木

町
）・大
岡
白
山
神
社（
大
岡
町
）・

榎
前
八
劔
神
社（
榎
前
町
）
午
前

は
っ
け
ん

０
時

分
糸
白
山
比
売
神
社（
今

は
く
さ
ん
ひ

め

４５

本
町
）・上
条
白
山
媛
神
社（
上
条

は
く
さ
ん
ひ
め

町
）・二
本
木
八
幡
社（
緑
町
）
午

前
１
時

分
糸
池
浦
天
満
宮（
池

１５

浦
町
）

■
丈
山
苑
新
春
三
河
万
歳

丈
山
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

「
招し

ょ
う

福
の
舞
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ

ふ
く

い
。

●
と
き

来
年
１
月

日
松
午
後

１０

２
時
～
２
時

分
３０

●
と
こ
ろ

丈
山
苑

●
入
苑
料

円（
中
学
生
以
下

１００

無
料
）

※
呈
茶
を
希
望
す
る
人
は
、
別
途

円
が
必
要
で
す
。

３００

■問
▼
丈
山
苑

（
緯〈

〉７
７
８
０
）

９２

新
春
は
三
河
万
歳
で
初
笑
い

三三河万歳が正月を彩りま三河万歳が正月を彩りますす

■問
▼
歴
史
博
物
館

（
緯〈

〉６
６
５
５
）

７７

教教室で聴いた名曲を演教室で聴いた名曲を演奏奏

広報あんじょう 2014.12.15蛾

●
共
通
事
項

入
園
料
別
途
。
都

合
に
よ
り
変
更
あ
り
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
手
作
り
パ
ン
教
室「
デ
ニ
ッ
シ

ュ
パ
ン
＆
動
物
あ
ん
パ
ン
」

●
と
き

月

日
松
・

日
掌
、

１２

２７

２８

来
年
１
月
２
日
晶
～
４
日
掌
・
１０

日
松
～

日
抄
午
後
１
時
・
２
時

１２

分
３０●

定
員

各

人（
先
着
順
）

１８

●
費
用

円
５５０

●
申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
３０

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
へ

■
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

●
と
き

来
年
１
月
２
日
晶
～
５

日
捷
午
前

時
～
午
後
３
時

１０

●
内
容

砂
と
ガ
ラ
ス
細
工
を
使

っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

５０

●
費
用

１
２
０
０
円
か
ら

■
愛
知
県
産
の
米
粉
を
つ
か
っ
た

「
ク
ッ
キ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

●
と
き

来
年
１
月
２
日
晶
～
５

日
捷
、

日
松
～

日
抄
午
前

１０

１２

１０

時
～
午
後
３
時

●
費
用

円
７５０

デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
体

験
教
室

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（
緯〈

〉７
１
１
２
）

９２

■
新
春
い
ち
ご
大
福
教
室

●
と
き

来
年
１
月
２
日
晶
～
５

日
捷
・

日
松
～

日
抄
午
前

１０

１２

１１

時
、
午
後
１
時
・
２
時

分（
５

３０

日
は
午
前

時
、

日
は
午
後
１

１１

１２

時
・
２
時

分
の
み
）

３０

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

１６

●
費
用

円
５５０

●
申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
３０

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
へ

■
３
Ｄ
カ
ー
ド
ク
ラ
フ
ト
教
室

●
と
き

来
年
１
月

日
松
～

１０

１２

日
抄
午
前

時
～
午
後
３
時

１０

●
内
容

立
体
ク
ラ
フ
ト
で
季
節

の
カ
ー
ド
作
り

●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

５０

●
費
用

円
４００

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
募
集

■
意
見
を
募
集
す
る
計
画（
案
）な

ど●
安
城
市
障
害
者
福
祉
計
画（
案
）

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地

域
で
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
た
め
に
、「
障
害
者
計
画
」

と「
障
害
福
祉
計
画
」を
一
体
的
に

策
定
し
た
計
画
で
す

●
あ
ん
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ン
７（
案
）

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
施
策
を
示

す「
老
人
福
祉
計
画
」と
、
介
護
保

険
事
業
に
お
け
る
保
険
給
付
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
の「
介
護
保

険
事
業
計
画
」を
合
わ
せ
た
計
画

で
す

●
安
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画（
案
）
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
と
保
護
者
の
子
育
て
を

社
会
全
体
で
支
援
す
る
体
制
を
整

備
す
る
た
め
の
施
策
や
事
業
の
実

施
時
期
・
推
進
体
制
に
つ
い
て
定

め
た
計
画
で
す

■
計
画（
案
）な
ど
の
閲
覧

●
と
き

月

日
捷
～
来
年
１

１２

１５

月

日
昇
午
前
８
時

分
～
午
後

１３

３０

５
時

分（
閉
庁
・
休
館
日
を
除

１５

く
）

●
と
こ
ろ

各
担
当
課（
下
表
参

照
）、文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公

民
館
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
の
家
、

中
央
図
書
館
、
社
会
福
祉
会
館
、

各
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
。

■
意
見
の
提
出

●
意
見
を
提
出
で
き
る
者

次
の

①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者①
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し

て
い
る

②
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

③
市
内
で
活
動
し
て
い
る

●
提
出
方
法

閲
覧
期
間
中
に
住

所
・
氏
名（
団
体
・
法
人
は
、
そ

の
名
称
と
所
在
地
、
代
表
者
氏
名
）

と
意
見
を
持
参
か
郵
送（
必
着
）・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
各
担
当

課
へ

※
電
話
に
よ
る
意
見
提
出
は
不
可
。

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

Ｅメールファクス郵送先担当課計画（案）・プラン（案）

shofuku@city.anjo.aichi.jp
〈７４〉６７８９

〒４４６－８５０１
住所記載不要

障害福祉課安城市障害者福祉計画（案）

kaigo@city.anjo.aichi.jp介護保険課あんジョイプラン７（案）

shien@city.anjo.lg.jp〈７６〉１１１２子育て支援課安城市子ども・子育て支援
事業計画（案）

■問
▼
障
害
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
５
）

７１介
護
保
険
課

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１子
育
て
支
援
課

（
緯〈

〉２
２
２
７
）

７１

いいちご大いちご大福福


